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オ・レ！から岡プロ！を立ち上げ、双方のチームで経験。現在、社会人 3 年目）、②Y さん
（男性、3 回生から就活オ・レ！のみに所属。現在、社会人 2 年目）、③M さん（男性、1 回
生時から岡プロ！へ参加、3 回生以降は就活オ・レ！に参加してリーダー的役割を担う。現
在、社会人 1 年目）、④D さん（女性、1 回生から岡プロ！へ参加、3 回生以降は就活オ・レ！
にも参加。現在、4 回生）の 4 名とした。上述の対象者たちは、学生企画チームへの参加状
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・将来設計力     …など 
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いた。3 回生から就活オ・レ！に参加したという Y さんの短い関与期間だけでも、個別に説
明しきれないほどの「壁」があったと考えられる。 
 その度に Y さんは「みんなで話しあって」いたという。就活オ・レ！は、これから就活を
開始する 3 回生に対して、4 回生がセミナーを開催するという形態であるために、3 回生は

























 学生企画チームでは、他者と意見を戦わせることが実に多い。これが先の K さんの言う「苦
労して、時間をすごい共有した」という経験や、Y さんの「あれだけのこと」という意味で
あろう。社会学者の土井隆義は近年の若者たち同士の対立を避けることを最優先にする関係
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ントでもっとも早くからかかわってきた K さんである。 
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年、「大学教育研究紀要」第 8 号、211‐220 頁 
(2)当センターのキャリア教育目標に関しては、5 項目を挙げている。中山ほか『岡山大学キ
ャリア開発センターにおけるキャリア教育の現状とパースペクティブ』、2011 年、「大学教




第 10 号、161‐170 頁を参照されたい。 
(4)土井隆義『友だち地獄』2008 年、筑摩書房。 
(5)Boyden 1997 Childhood and the Policy Makers: A Comparative Perspective on the 
Globalization of Childhood. “Constructing and Reconstructing Childhood. : Routledge. 
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